
複数地域の縦断調査の実施と海外との連携･協力
⇒ 会話データの収集・分析・データベース化

内外の日本語学習者の増加
ニーズの多様化（留学・生活・就労など）

多言語・多文化化する地域社会に対応した
日本語教育・学習のあり方の検討が必要

定住外国人の日本語習得・言語生活の充実に貢献
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定住外国人の日本語習得と
言語生活の実態に関する学際的研究
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